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１．担当者からのメッセージ（学習方法等） 

美術Ⅱを通して、より高度な技術力と表現力を探求し「絵画」「彫刻・工芸」「デザイン」の分野につい

て学習します。 

選択には美術Ⅰを履修していることが条件です。 

教材費が年間約３０００円必要です。 

 

 

２．学習の到達目標 

物づくりに対する姿勢と根気と発想力を育てるとともに、達成感を得る喜びにつなげていく。 

 

 

３．学習評価（評価規準と評価方法） 

観点 a. 美術への 関心・意

欲・態度 

b. 発想や構想の能力 c. 創造的な技能 d. 鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

美術の創造活動の喜び

を味わい、多様な表現

方法や美術文化に関心

を持ち、主体的に表現

や鑑賞の創造活動に取

り組もうとする。 

 

感性や想像力を働かせ

て、感じ取ったことや

考えたこと、目的や機

能、美しさなどから主

題を生成し、創造的な

表現の構想を練ってい

る 

創造的な美術の表現を

するために必要な技能

を身に付け、意図に応

じて、表現方法を工夫

している。 

美術作品などの表現の

工夫や美術文化などを

理解し、そのよさや美

しさを創造的に味わっ

ている。 

評
価
方
法 

制作の様子 

ワークシート 

ワークシート 

アイデアスケッチ 

制作途中の作品 

作品  

制作途中の作品 

作品 

ワークシート 

発言内容 

    

上に示す観点に基いて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に 5 段階の評価にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４．学習の活動 

学
期 

単
元 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a. b. c. d. 

１
学
期 

四
季
の
イ
メ
ー
ジ 

 

・色彩基礎 

・色彩構成 

画用紙にアクリル絵

の具で着彩する。 

四季それぞれのイメ

ージに合うように明

度、彩度、配色、構

成などを工夫し表現

する。 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

 a・四季のイメージを表現すること

に関心を持ち、形や色彩などの働

きを考えながら構想を練ったり、

表現したりしている。 

b・アクリル絵の具の特性を生か

し、表現方法を工夫して、条件や

計画を基に表現している。 

C・独自の世界観を持ち、その個性

を壊すことなく仕上げている。 

制作の様子 

 

制作途中の作

品 

 

作品 

２
学
期 

 

木

工

芸 

 

パ

ズ

ル 

 

・動、植物をモチー

フにパズルをデザイ

ンする。 

・糸鋸、もしくは電

鋸を使用してパーツ

を切り離す。 

・アクリル絵の具で

着彩する。 

◎ 

 

 

 

 

 

○ 

◎ 

 

 

 

 

 

◎ 

◎ 

 

 

◎ 

 

 

◎ 

◎ 

 

 

 

 

 

○ 

a・１ピースごとに独立した形をし

ている。 

b・各ピースが美しく明快である。 

c・用具の特性を理解し美しい仕事

ができている。 

・１ピースごとに愛情を持って着

彩が施されている。 

d・動物の動きや姿を利用してピー

スとピースの組み方を工夫してい

る。 

制作の様子 

 

制作途中の作

品 

 

作品 

３
学
期 

 

切

り

絵 

 

 

 

・写真を基に白と黒

に分けて下書きす

る。 

・切り抜いたときに

すべてがつながって

いる。 

◎ 

 

 

◎ 

◎ 

 

 

○ 

○ 

 

 

◎ 

◎ 

 

 

○ 

a・切り絵の特性を理解している。 

b・より細やかで美しい作業を追求

している。 

C・作業途中、根気と集中力を持っ

て取り組んでいる。 

D・切り絵文化に触れ、繊細で美し

い仕上がりに達成感を感じること

ができている。 

制作の様子 

 

制作途中の作

品 

 

作品 

 


